
第8回
RISTEX総合知オンラインセミナー
「学際研究/共創型研究のすすめ」

アカデミアにおける「共創」のリアル
： 学際研究/共創の場構築を目指す

様々な実践から

2024年
3月12日（火）
17:00～18:50
オンライン開催

［講師］ 坂井華海 （熊本大学 国際先端医学研究機構 IRCMS リサーチアドミニストレーター）
九州大学地球社会統合科学府包括的東アジア・日本研究コース修士課程修了。現在は熊本大学大学院自然科学教育部（工学）
博士課程に在籍しながら現職。基礎生命科学研究拠点運営に係るあらゆる業務に取り組んでいる。RA協議会のINORMS 2021
実行委員会ﾊﾟﾌﾞﾘｼﾃｨｰﾁｰﾑに参加、国際専門委員会、私立大学・公立大学研究支援研究会所属。Kumadai-Hub発起人の一人。

主催： 国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）
社会技術研究開発センター（RISTEX）

対象：
①学際研究/共創型研究に関心がある研究者
②研究支援・推進に携わるURA、大学・研究機関・

民間企業等の職員、省庁・助成団体関係者等

申込締切： 3月11日（月）13:00

定員： 500名（無料・先着順）

お問合せ： r-info-event ＠ jst.go.jp

参加お申込はこちら：
https://form2.jst.go.jp/s/ristex_seminar_20240312

社会の具体的な問題の解決や科学技術の倫理的・法制度的・社会的課題
（ELSI）への対応に資する社会技術の研究開発を推進しているRISTEXは、
学際研究/共創型研究を進めるうえでヒントとなる情報を発信・共有するための
総合知オンラインセミナーを開催しています。

第8回は、アカデミアにおける「共創」の実践にフォーカスをあて、大学という
現場でご活躍されている複数のリサーチ・アドミニストレーター（URA）をゲスト
にお迎えし、学際研究/共創の場構築を目指す取組の実践についてご講演
いただきます。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

［講師］ 津村明子 （横浜国立大学 研究推進機構 准教授/リサーチ・アドミニストレーター）
京都大学大学院薬学研究科博士後期課程修了。博士（薬学）。発生生物学分野での研究経験を経て、2012年から研究支援職へ。
大阪大学にて内閣府FIRSTプログラム審良プロジェクトおよびWPI-IFReCの支援に従事。2017年に横浜国立大学着任。URAと
して、研究広報・研究連携・外部資金申請の支援、学内研究推進事業の運営等に携わっている。経営戦略本部兼務。

［講師］ 藤田弥世 （京都大学 学術研究展開センター URA）
京都大学経済学部卒業。個別指導塾にて講師に従事した後、京都大学大学院教育学研究科へ進学。同研究科日本学術振興会
特別研究員DC1を経て博士後期課程単位取得退学、2020年より現職。学内ファンドの企画運営や研究広報、クラウドファンディン
グをはじめとした外部資金獲得支援など幅広い研究者支援業務に従事する。専門は認知科学、文化心理学、社会心理学。

［講師］ 陳晨 （筑波大学 URA研究戦略推進室 チーフ・リサーチ・アドミニストレーター）
熊本大学自然科学研究科博士課程修了、博士（工学）。専門領域は建築学、都市計画、環境共生工学。スウェーデン王立工科大学
でVisiting Academicの経験を積む。卒業後は熊本大学URAとして、トップレベル研究大学と国際的なネットワーク拡大に携わる。
現在は筑波大学URAとして、国際・学際ネットワークの強化、国際グラント獲得、海外出身研究者の支援などに取り組んでいる。

［講師］ 萩原友希江 （筑波大学 URA研究戦略推進室 チーフ・リサーチ・アドミニストレーター）
プロダクトや広告デザイナーとして勤務の後、筑波大学に所属しTIA（つくば・イノベーション・アリーナ）で広報を担当。
自分が培ってきた「伝えるためのデザイン」が大学の中で役に立つことを体験しURAを志す。筑波大学URAに着任後
は、研究成果広報、研究者検索システムの開発、分野を越えた研究者ネットワークづくり等に従事。

［企画・司会］ 柳星口 （JST-RISTEX 企画運営室 専門員）
上智大学外国語学研究科地域研究専攻博士後期課程在学中に日本学術振興会特別研究員DC2採択、単位取得修了後
にPDへ。上智大学、産業技術大学院大学での事務職を経て、2019年度より現職。RISTEXでは、ELSIプログラム立ち上げ、
マネジメントチーム構築、初年度公募を担当。その後は、事業全体の予算要求、事業評価、府省対応、総合知対応等を担当。


